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ごあいさつ

この度、有田内山地区のまちづくりの目標と方向性を示す、「有田内山グランドデ

ザイン」を策定いたしました。本計画は、第2次有田町総合計画に基づき、20年先を

見越した有田内山地区の将来像を描くものです。

有田内山地区は、朝鮮人陶工金ヶ江三兵衛（通称李参平）らが、磁器の焼成に成功

し、泉山にて豊富な磁器原料を発見した17世紀初頭以降に、佐賀藩によって人工的に

創出された磁器生産の専業地として始まりました。その後、有田焼の海外輸出などに

より、一時は世界の磁器生産の中核地としても栄え、その町並みは有田千軒とも称さ

れました。

近代に入ってからは経済不況や生活様式の変化、多様化する消費ニーズ等により、

窯業は大きな打撃を受け、窯元や商店の移転廃業が進み、地区内の空洞化が大きく進

行しました。また、その影響により、人口流出や生活の利便性及び地域コミュニティ

の希薄化等、地区の活力である産業面、観光面並びに生活面においても影響が及んで

います。さらに、昨今の常態化する気象災害や新型コロナウイルス感染症などの大き

な社会変化への対応も必要となっています。

本計画では、「有田内山、その先へ」をまちづくりのビジョンとして、「人」「地

域」のつながりや、経済的な豊かさ、心の豊かさがあふれ、町民一人ひとりが笑顔で

快適に住み続けられる町の実現を目指しています。

本計画の推進にあたっては、行政だけではなく、町民の皆様をはじめとした関係機

関・団体の皆様と協働連携して取り組むことが重要であると考えております。また、

有田焼や伝統的建造物群などの内山地区の歴史・文化的な資源をはじめとした地域資

源を最大限活かしながら、町民の皆様が夢や希望を持てるまちづくりを展開し、本計

画に掲げるビジョンを皆様と共に実現したいと考えております。

結びに、本計画の策定にあたり、貴重なご意見やご提案をいただきました町民の皆

様をはじめ、有田内山グランドデザイン検討委員会及び検討部会の皆様、そしてご協

力いただきました関係各位に対しまして、心から感謝申し上げます。

令和４年３月

有田町長 松尾 佳昭
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  り組みます。

１．有田内山地区の目指す将来像
（１）目指すまちの将来像と方向性

  辺」を内山地区の中心地として、周辺地域への波及効果を目指します。

グランドデザインは、後述の内山地区が抱える４つの課題を踏まえ、内山地区で

の「暮らしやすさの実感」と「賑わいの創出」を目指し、人口、生活、産業、観光のそ

  れぞれの分野での施策展開が必要となります。

目指すまちの方向性として、「心地よい暮らしの実現」と「歩く魅力を体感できる内

山」、「次世代へつなげる活力の創出」を大きな柱として、これまで気づいていない内

山地区の魅力を見つけ、それを育み新たなステップに向けて「前に進む」という考えの

もと「有田内山、その先へ」というビジョンを掲げ、目指すまちの姿の実現に向けて取

また、内山地区の将来像が実現するまでには、長い時間を要するとともに、多くの

人々が関わりながら進めていくことになります。実現するための方策として、外部から

の来訪者による賑わいと、地元住民による賑わいが融合し、相乗効果を得、「札の辻周

歩く魅力を
体感できる内山

次世代へつなげる
活力の創出

心地よい
暮らしの実現

「有田内山、その先へ」VISION
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内山地区が有する歴史的景観や生活文化など伝統的な雰囲気を享受し、子
どもから高齢者まで誰もが心地よく暮らすことができる居住環境の形成を
目指します。

心地よい暮らしの実現
〜伝統的雰囲気と魅力ある居住環境の形成〜

豊かな自然や重要伝統的建造物群といった貴重な地域資源がある内山地区。
ライフスタイルの変化や地域特性を踏まえ、内山の魅力を体感できる交通
環境の形成を目指します。

新産業が芽生え、伝統産業の魅力の最大化を進めながら、地元の人や来訪
者も含めた多種多様な人々が往来し、繋がりとコミュニティを形成してい
る“界隈性”のある地域を目指します。

歩く魅力を体感できる内山
〜地域の特性を踏まえた交通環境の形成〜

次世代へつなげる活力の創出
〜”界隈性”を高める交流拠点機能の充実とにぎわいづくり〜

ビジョンの内容
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じめ、サービス業などの立地が難しくなるとともに、地域活動の担い手不足や、地域で

  安心して暮らすための生活環境の維持が困難になることが懸念されます。

このような人口減少時代の到来、また少子高齢化の進展により、これからの地域・産

業の活力の維持向上には、人口減少を前提とした施策の展開が求められます。また、内

山地区を取り巻く厳しい環境を踏まえつつ、将来において地域の賑わいと安心して暮ら

  し続けるための、中・長期的なビジョンが求められています。

本町は、「第２次有田町総合計画」の「ひとがつながり ひとがつどう 世界に誇れる

まち 有田」を将来像として、町全体を捉えた各分野での施策を展開してきました。しか

し、人口減少社会に突入した今、旧有田町区域は令和３年４月「一部過疎地域」に指定

  され、今後さらなる人口減少や高齢化の進展が予想されます。

また、内山地区は町内４小学校区の中でも、最も人口減少と高齢化が進展してお

内山地区のまちづくりの将来像、並びに地域の活性化の実現に向けた施策を示すた

り、地区の特性を活かした魅力あるまちづくりを進めるには、中・長期的な観点から地

区の将来像を見据えて、行政・地域・住民・企業・団体が取り組むべきことを共有しな

がら、面的に展開することが必要となります。特に、内山地区の中心的な場所である札

の辻周辺の遊休地・施設を利活用することで、今後の賑わいや暮らしやすさに好影響を

（２）目的

与えるものと考えられるため、将来像を明確に定め、各施策を連動させながら展開する

  ことが重要となります。

  め、有田内山グランドデザインを策定します。

までの人口減少の推移から、内山地区は今後さらに人口減少が進展するとともに、高齢

有田町における国立社会保障・人口問題研究所の推計を基に試算した総人口は、2015

年の20,148人から2040年には15,046人に、2060年には10,944人となり、2015年人口の

  約54％の人口となると推計されています。

内山地区の人口は、2011年の3,311人から2020年には2,683人となり、直近10年間で

２．有田内山グランドデザインの位置付け
（１）背景

この予測が実現となると、労働人口の減少により地場産業である窯業関連の業種をは

  化率もこれと比例して今後も上昇することが見込まれます。

628人（△19％）減少し、高齢化率は41％と町全体の高齢化率を上回っています。これ
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有田内山グランドデザイン（以下「グランドデザイン」という）は、既に策定された

内山地区の周辺地図

計画の内容を踏まえながら、関連する事業計画等と整合性を図ったうえで策定しま

す。なお、グランドデザインは、法定計画ではなく、独自に定める計画であるため、す

べての施策を網羅的に整理しているものではありません。

（３）関連計画との位置付け

上位計画

関連計画

有田町公共施設等総合管理計画

第２期有田町まち・ひと・しごと創生総合戦略

その他の各種計画

有田町過疎地域持続的発展計画

有田内山伝統的建造物群保存地区保存活用計画

有田内山
グランドデザイン

相互
連携

主な関連計画

第２次有田町総合計画

整合
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  な方向性を示すことを目的としています。

内山地区で生活や事業を営む30代の方々を対象に、内山地区が抱える課題や今後の

  まちづくりの在り方などについて、インタビューを実施しました。

町内の主な関係機関・団体の代表者、専門家、有識者で構成する検討委員会と、内山

地区にお住いの方や事業を営まれている方など、当該地区に関わりのある若手を中心に

居住者目線での意見を把握するため、内山地区に居住されている方150人を対象に、

まちづくりに関する課題や要望に関するアンケート調査を実施しました。アンケートの

  調査結果は、本書43ページに掲載しています。

（２）若者へのインタビュー調査

グランドデザインは、内山地区が直面している様々な課題に対して、その解決策を図

内山地区の中・長期的な方向性を検討していくため、有田内山グランドデザイン検討

委員会及び検討部会を組織し、内山地区の居住者や事業者を対象としたアンケート及び

インタビューを通して、町民の皆さまのお声を幅広く聞く機会を設けました。

るための施策を示し、行政、地域、関係機関・団体が一体となって取り組むための新た

（３）有田内山グランドデザイン検討委員会・検討部会の設置

　づくりについて検討を行いました。

３．策定にあたっての協議体制

（１）住⺠へのアンケート調査

組織する検討部会の２つの会議体を組織し、内山地区の現状と課題、並びに今後のまち

検討委員会 検討部会
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４．有田町全体の将来の見通し
（１）人口

下表は、旧有田町の人口の推移を示しており、旧有田町の人口総数は、昭和35年の

15,706人から減少を続け、平成27年には11,299人となり、年少人口及び生産年齢人口は

減少し、老年人口は増加しています。また、人口比率でみると、若年者比率は昭和35年

  には32.6％に増加しています。

の23.7%から平成27年には11.0%に減少し、高齢者比率は昭和35年の5.4%から平成27年

また、次ページで示すとおり、住民基本台帳を基にしたコーホート変化率法による

（2025年）には2,431人に、令和12年（2030年）には2,143人となり、平成27年

（国勢調査）

  旧有田町の人口の推移

  （2015年）人口の約73％の人口になると推計されています。

将来人口推計では、内山地区の総人口は、平成27年（2015年）の2,950人から令和７年

昭和35年
実数 実数 増減率 実数 増減率 実数 増減率 実数 増減率

人 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
15,706 14,827 △ 5.6 13,826 △ 6.8 12,296 △ 11.1 11,299 △ 8.1

5,330 3,779 △ 29.1 2,711 △ 28.3 1,777 △ 34.5 1,460 △ 17.8

 15歳〜64歳 9,526 9,683 1.6 8,994 △ 7.1 7,370 △ 18.1 6,153 △ 16.5

850 1,363 60.4 2,121 55.6 3,132 47.7 3,679 17.5

(a)／総数
若年者比率
(b)／総数

高齢者比率

65歳以上（b)

0歳〜14歳

うち15歳
〜29歳（a)

昭和50年 平成2年 平成17年 平成27年

23.7

3,719 3,181 △ 14.5 2,298 △ 27.8 1,732 △ 24.6 1,244 △ 28.2

- 11.0 -

5.4 9.2 - 15.3 - 25.5 -

21.5 - 16.6 - 14.1

32.6 -

総数

区分
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1.2％、第二次産業は48.9％から36.0％、第三次産業は41.2％から62.8％となっていま

（住⺠基本台帳及び住⺠基本台帳を基にしたコーホート変化率法による将来人口推計）

第一次産業及び陶磁器製産業等の第二次産業の比率が低下していますが、生活様式の変

特に、陶磁器関係の商店数は、平成６年（1994年）の1,429店から平成28年（2016年

町内の事業所及び従業員数は、陶磁器関係をはじめとした全業種において、経済情勢

  す。

就業人口全体が減少傾向にあり、少子高齢化や後継者不足、経済不況により農業等の

旧有田町の産業構造は、昭和35年より一貫して陶磁器生産等の第二次産業と陶磁器販

  売等の第三次産業の就業人口比率が大半を占めています。

昭和35年と平成27年の就業人口比率を産業別に比較すると、第一次産業は10.0%から

（２）経済

化や多様化する消費ニーズによって産業が多様化したことで第三次産業の比率が増加し

  ています。

磁器関係販売額においても、平成9年（1997年）の281億円から平成28年（2016年）に

  は68億円となり、平成9年（1997年）の約24％の出荷額となっています。

  の悪化などにより、減少を続けており、今後も減少が見込まれます。

）には522店となり、平成６年（1994年）の約36％の店舗数となっています。また、陶

2,950
2,686

2,431
2,143

290 242 208 174

1,579 1,348 1,134 979
1,081 1,096 1,088 989

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

Ｈ27 Ｒ2 Ｒ7 Ｒ12

人
口
（
人
）

内山地区の人口の推移（有田小学校区）

総人口 年少人口 生産年齢 老年人口
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昭和35年
実数 実数 増減率 実数 増減率 実数 増減率 実数 増減率

人 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
6,873 7,443 8.3 7,376 △ 0.9 6,097 △ 17.3 5,647 △ 7.4

第一次産業 ％ ％ ％ ％ ％
就業人口比率 10.0 2.1 - 1.4 - 1.5 - 1.2 -
第二次産業 ％ ％ ％ ％ ％

就業人口比率 48.9 52.0 - 47.4 - 37.9 - 36.0 -
第三次産業 ％ ％ ％ ％ ％

就業人口比率 41.2 45.9 - 51.2 - 60.6 - 62.8 -

総数

区分
昭和50年 平成2年 平成17年 平成2７年

（事業所・企業統計調査、経済センサス）

9,002 
10,083 8,632 

8,440 8,375 
1,450 

1,491 

1,337 
1,305 

1,265 

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

H16 H18 H24 H26 H28
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

事
業
所
数

従
業
員
数
（
人
）

事業所・従業員（全業種）

従業員 事業所
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     （商業統計調査、経済センサス）

（商業統計調査、経済センサス）

非公開

1,429 1,377
1,275

1,101 1,032

580 557 522
301 305 290 283 260

156 146 148

0

100

200

300

400

500

0

500

1,000

1,500

H6 H9 H14 H16 H19 H24 H26 H28

商
店
数

従
業
員
数
（
人
）

商店・従業員（陶磁器関係）

従業員 商店

2,701,742

2,812,171

1,687,145

1,568,260

707,926

590,081

680,246

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

3,000,000

H6 H9 H14 H16 H19 H24 H26 H28

販
売
額
（
万
円
）

陶磁器関係販売額

非公開
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（３）財政

  インの80％未満を上回り、臨時的な財政需要に対して余裕がなく、いわゆる硬直化した

  状態であると言えます。また、財政健全化のため、平成28年度まで行っていた地方債の

  　財政構造の弾力性を示す経常収支比率は、令和２年度で94.0％となっており、健全ラ

  たが、令和２年度には8.8％と改善しています。

  繰上償還や充当可能基金の増加などにより、実質公債費比率は平成23年度で14.3％でし
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  しました。

　す。

これらの課題を解決し、内山地区を再生していくための方向性を示すことが、グラン

  ドデザインに課せられた使命であります。

（２）内山地区における生活利便性の向上

内山地区の将来人口推計では、都市部への若者の流出や少子高齢化に起因して人口減

  少がさらに進むと予測されます。

また、これに伴って、地区内の空き家・空き地がこれまで以上に増加することが懸念

  され、それらを住宅、店舗などに利活用することが課題となります。

これらの課題の解決に向けて、移住定住の促進による様々な施策をより一層展開して

いくことにより、地域に住む定住人口や地域の人々と関わる関係人口の増加を図ってい

  くことが重要となります。

内山地区は、人口流出、少子高齢化、経済・社会の持続性の低下により、生活に必要

な店舗や病院等の移転・廃業、地域住民の移動手段の確保が困難となっています。ま

た、人口減少によって地域コミュニティが希薄となることで、災害時の避難方法や避難

状況が不明瞭となるなど、有事の際の防災面においても影響を及ぼすことが懸念されま

安全・安心で暮らしやすい快適な住環境の確保に向けて、買い物・交通・防災・福祉

  等、住環境に関わる様々な取り組みを積極的に進めていく必要があります。

（１）内山地区における人口減少対策

５．有田内山地区の現状と課題

ミュニティの低下が顕著に現れはじめるとともに、人口減少や少子高齢化の進行によっ

て、地区内で生活するうえでの不便さや、地区の活力である観光面や産業面に影響を及

  少や高齢化の進展が予想されます。

内山地区は、磁器の原料である陶石が泉山で発見されて以来、この地区を中心に有田

焼の製造が行われ、表通りには江戸期から昭和初期の各時代の特徴を備えた町屋や

高度経済成長を背景に有田焼の陶磁器関係販売額は、右肩上がりで推移してきました

大きな打撃を受け、窯元や商店の移転・廃業にみまわれ、地区内の空洞化が大きく進行

空洞化の影響により、内山地区における人口流出や雇用の縮小、並びに地域経済やコ

  洋館が建ち並び、歴史的な景観が形成されています。

が、平成９年以降、経済不況や生活様式の変化、多様化する消費ニーズ等により窯業は

  ぼしています。また、令和３年４月「一部過疎地域」に指定され、今後さらなる人口減

11



  います。

  心に開催されている有田陶器市への観光客数は、その約半数を占めています。

（３）産業の振興

（４）観光の振興

日本で最初に磁器の焼成に成功し、これまで日本磁器発祥の地として和食器生産を中

心に陶磁器産地を形成してきましたが、海外からの低価格製品の流入や生活様式の変化

等により、需要が大きく縮小し、産地機能の低下とともに、内山地区の表通りに連なっ

  ていた商社・商店の移転や廃業により、空き店舗が顕著に現れています。

これからの商工業の振興を図るため、これまで培ってきたものづくりの技術や文化を

  活かし、表通りの空き店舗を活用した新しい産業の創出を図ることが重要となります。

町への年間観光客数は、近年２５０万人ほどで推移しており、そのうち内山地区を中

  により情報発信し、観光から産業への振興に繋がる取り組みが求められています。

果はあるものの、内山地区の賑わいを創出するためには、通年での集客が課題となって

内山地区の歴史や有田焼を軸としながら、自然や景観等のコンテンツを様々なツール

また、「秋の有田陶磁器まつり」や「有田雛のやきものまつり」での一時的な集客効
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内山地区における課題の相関図は、下図のとおりであり「人口減少対策」、「産業

振興」、「観光振興」、「生活利便性の向上」が抱える課題は、それぞれが関連する課

（５）内山地区における課題の相関関係

  ため、「産業振興」と「人口減少対策」の両面からの対策が必要となります。

題もあり、「内からの視点」と「外からの視点」でそれぞれの課題を明確にし、解決し

特に、空洞化の主因である産業の衰退と人口減少に歯止めをかけることが急務である

  ていく必要があります。

生活利便性の向上 観光振興

産業振興

〇車両による速度超過・騒音等の解消

〇移動販売などを活用した
生活必需品の確保

〇防災面での安全・安心なまちづくり
〇伝統的建造物群の活用
〇駐車場の使いにくさ

〇観光客が集える場づくり
〇有田でしか見れない・出来ない体験

〇歴史と文化を活かした
滞在型ツーリズムの推進

〇新しい産業とプロダクトの創出

〇年間を通じた空き家・空き店舗の活用
〇空き物件を掘り起こし、空き家バンクの充実と情報発信

〇世界のクリエイターが集う場作り

〇起業したい方を増やす

内山地区における課題の相関図

13



６．まちづくりの基本施策

内山地区の５つの施策

今後、これらの課題の解決に向けて具体的な取り組みを推進していくにあたり、以下

の５つの施策を「まちづくりの基本施策」とし、内山地区の課題解決に向けて必要な事

  業に取り組んでいきます。

第５項の「有田内山地区の現状と課題」で示すように、内山地区の課題として、

「暮らしやすさ」における「人口減少対策」、「生活利便性の向上」と「賑わいづく

  り」における「産業振興」、「観光振興」が挙げられます。

まちづくりの
基本施策

１

２

３４

５

移住定住の推進

関係人口・交流人口
の創出拡大

新たな産業・雇用
の創出

生活・交通環境
の充実

伝統的建造物群
の活用
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内山地区の表通りには、古くから商家等が建ち並び、裏通りには住居が点在し

ています。現在は、少子化等に起因した人口減少や生活様式の変化等によって陶

磁器産業を取り巻く環境が年々厳しい状況にあり、内山地区外への転居・転出と

商店の移転・廃業が進み、空き家・空き店舗が増加しています。

また、空き家・空き店舗の活用形態としては、有田陶器市等のイベント開催時

に貸し出す傾向が強く、一時的な活用に留まっている状況にあります。

この状況を打破するため、年間を通して空き家・空き店舗を利活用できる新し

い仕組みの構築や、物件を探す側が必要とする情報をリアルタイムに提供できる

環境づくりに取り組みます。

また、転入希望者や事業展開を検討する事業者等が移住・定住及び起業先とし

て検討する際の負担軽減を図るため、住民・NPO・民間事業者・行政などが協働し

た新たな活用支援に取り組みます。

さらに、移住後の生活や二地域居住地としてイメージしやすいよう、「内山暮

らし」 を体験できる施策や、内山地区の「自然環境」、「人的環境」、「文化的

環境」を活かした「内山らしい」学校教育のあり方を検討するなど、暮らしに必

要な情報の提供を行います。

（１）移住定住の促進

内山地区における人口減少や商店の移転・廃業に伴う地域住民への日常生活に

与える影響は大きく、特に高齢者にとっては、買い物や通院に際し、不便な状況

にあります。生活利便性の向上に向けて、車両による移動販売やタクシー等によ

る買い物代行サービス並びに通院支援サービス等、暮らしを支える新たな支援

サービスについて、コミュニティバス等の交通体系を含め、関係機関と協議・検

討する必要があります。

また、内山地区の人口減少と高齢化の進展に伴い、隣保班の存続や地域活動の

担い手不足が危惧され、地域コミュニティの維持が困難な状況となります。地域

住民が集って交流でき、世代を超えた繋がりによる地域コミュニティの醸成を図

り、地域力の向上に向けて取り組みます。

近年では、毎年のように全国各地で自然災害が頻発し、甚大な被害が発生して

います。安全・安心な暮らしを確保するため、行政・地域・住民の相互連携によ

る、災害に強いまちづくりを目指します。

（２）生活・交通環境の充実
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有田焼の陶磁器関係販売額は、主に生活様式の多様化等によって減少傾向にあ

り、産業の安定、雇用の確保、後継者不足等、陶磁器産業を取り巻く環境は年々

厳しい状況となっています。

これらの状況に歯止めをかけ、内山地区の賑わいを取り戻すには、表通りの空

き店舗への出店や店舗の新設を進めるとともに、陶磁器産業のみならず、他業種

とのコラボレーションによる地場産業の支援やクリエイティブ・IT企業の誘致に

積極的に取り組み、進出による地場産業の再生と雇用の創出を図っていきます。

また、進出後の創業フォローアップ支援、業種間の連携、異業種交流、若者に

とって魅力ある職場づくりを推進し、地域における産業の安定と雇用の確保、後

継者不足の解消に向けて取り組みを進めていきます。

（３）新たな産業・雇用の創出

内山地区には、有田焼の原料である陶石が発見された泉山磁石場や磁器製鳥居

がある陶山神社、2017年に国際記念物遺跡会議（イコモス）の国内委員会の「日

本の20世紀遺産20選」に選定された町並み等、観光資源として活用できる地域資

源が数多くあります。また、観光客数は近年250万人ほどで推移していますが、そ

のうちの約半数は、全国規模の集客力を持つ有田陶器市への来訪者となっていま

す。

関係人口・交流人口の創出拡大に向けて、これらの地域資源をさらに磨き上げ

ていくとともに、体験型交流プログラムや伝統的建造物を活かした新たな観光コ

ンテンツの開発を行いながら、通年観光の集客に取り組んでいきます。

また、町内に宿泊施設が少ないため、観光客の大半が日帰り客であり、観光地

としての魅力を高めていくためには、観光交流の拠点となる施設整備をはじめ、

古民家を活用した宿泊施設などの環境整備を行い、観光客の滞在時間と観光消費

の増大を図ります。

（４）関係人口・交流人口の創出拡大

内山地区は、1991年に重要伝統的建造物群保存地区に選定され、これまで約130

の建物や構築物の保存改修を行っています。指定された建物の多くは、現在も居

住または一時的に活用されていることもあり、観光面において建物内を一般公開

することは難しい状況にありますが、伝統的建造物の魅力を発信するため、伝統

的建造物の歴史・価値を可視化し、幅広い情報発信に取り組みます。

また、伝統的建造物に指定された家屋は、規制に則って改修する必要があるた

め、生活上不便が生じる場合もあり、解決のための住みやすい環境づくりに取り

組みます。

（５）伝統的建造物群の活用
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これからの内山地区のまちづくりを進めるにあたり「暮らしやすさ」と「にぎわ

いづくり」に視点を置き、それぞれの分野・項目に重きを置いた取り組みの展開

  を行っていく必要があります。

７．まちづくりの取組み
（１）まちづくりの分野・項目・体系図

景観 保存・活用

生 活

定 住

空き家・空き地
教育・子育て
移住体験
情報・連携

地域防災
地域交流
交通形態
買い物支援

暮らしやすさ
（生活）

にぎわいづくり
（産業）

窯 業

観光

雇用確保
新産業創出
起業・創業
連携・交流

観光交流
空き店舗
資源活用
駐車場活用
情報発信
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項目

 表・裏通りの空き家
 等の現況把握

 空き物件情報の提
 供・発信の充実

 住⺠・ＮＰＯ・⺠間
 事業者・行政の協
 働・連携

 表・裏通りの空き家
 等の流動化

 未利用地の利活用の
 推進

 「内山暮らし」を体
 験できる環境整備

 「内山らしい」特色
 ある教育環境と情報
 発信

 暮らしに必要な情報
 提供の充実

（２）基本施策に紐づく施策内容

 空き物件インフォメーション等で情報を発信する際に、物件の状態に
 ついてコメントを加える等、物件を探す方が物件のイメージを持ちや
 すくなるよう、情報提供・発信に取り組んでいきます。

 ○内山地区の空き家・空き地の現況把握と情報発信
 ○関係機関・団体と連携協働した空き家・空き地の流動化

 「産・⺠・官」連携による空き家・空き地の情報発信と⺠間事業を促
 進し、空き家・空き地の利活用を促進していきます。

 空き物件インフォメーションをはじめとした情報提供及び所有者と利
 用希望者との仲介・流通の仕組みを構築し、空き家等の流動化に取り
 組んでいきます。

 内山地区の空き家等の利活用に関する意向把握を行い、流通可能な物
 件を洗い出し、活用促進に向けて取り組んでいきます。

概要

 ○内山地区の特色を活かした体験施設の整備と教育施策の検討

 内山地区に暮らすうえで必要となる医療、子育て、教育、交通等の情
 報を一元的に入手しやすい環境づくりに取り組んでいきます。

 未利用地が点在する内山地区において、人口減少の抑制に繋がる分譲
 地開発に取り組む⺠間事業者の支援及び住宅建築に係る規制緩和に向
 けて関係機関と検討していきます。

 移住後の生活イメージと実際に地域を訪れた際のギャップを埋めるた
 め、内山地区への移住及び二地域居住にステップアップできる環境づ
 くりに取り組んでいきます。

 内山地区の自然環境・人的環境・文化的環境を活かした「内山らし
 い」学校教育のあり方について検討し、その魅力の情報発信に取り
 組んでいきます。

【基本施策１】移住定住の推進

重点施策

個別施策
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項目

 安全・安心な暮らし
 の確保

 札の辻周辺の地域・
 交流拠点の整備

 買い物・通院支援
 サービスの充実

 地区内の交通体系の
 再構築

項目

 空き物件を活用した
 新しい産業の集積

 陶磁器産業とクリエ
 イティブ産業等との
 連携支援

 安全・安心なまちを実現するため、行政、地域、住⺠がリスク情報を
 共有し、それぞれの役割を認識しながら相互連携による災害に強 いま
 ちづくりに取り組んでいきます。

概要

 地域住⺠が集って交流ができ、世代を超えた繋がりによる地域コミ
 ュニティの醸成を図って地域力の向上に向けて取り組んでいきます。

 交通弱者に対し、デマンド交通を活用した買い物・通院支援、また
 買い物代行サービス、移動販売等、生活利便性の向上に向けて関係
 機関との協議・検討に取り組んでいきます。

 生活者と観光客の視点で交通体系を再検討し、使いやすく便利な公共
 交通を目指して取り組んでいきます。

 ○生活支援サービスの充実
 ○地域住⺠が交流できるコミュニティスペースの整備
 ○相互連携による安全・安心な暮らしの確保

 内山地区の空き店舗や古⺠家を活用し、IT・クリエイティブ産業の誘
 致を支援します。

 内山地区の歴史・文化を活かし、多面的な産業間連携及び異業種交流
 を推進し、新たな取り組みを支援します。

 ○空き物件を活用した新しい産業集積と起業・創業支援
 ○内山地区の特徴を活かした産業間連携と異業種交流

概要

個別施策

重点施策

【基本施策２】生活・交通環境の充実

重点施策

【基本施策３】新たな産業・雇用の創出

個別施策
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 空き物件を活用した
 新しい起業・創業支
 援

 陶磁器産業の課題解
 決に向けた取り組み
 支援

項目

 古⺠家を活用した⺠
 泊の導入支援

 札の辻周辺の観光・
 交流拠点の整備

 駐車場の利用促進と
 誘導支援

 回遊性を高める道路
 環境の整備

 次世代の情報技術を
 活用した魅力発信

 町並み景観等を活か
 した集客の推進

 ○内山地区の歴史・文化を活かした産業観光による集客の推進

 これまで出店されている飲食・小売業のほかに情報サービス業等の幅
 広い業種の起業・創業の支援に取り組んでいきます。

 産地が抱える課題や将来展望の実現に向けた情報交換を行い、産業活
 性化に繋がる取り組みを支援していきます。

 ○次世代の情報技術を活かした情報発信と駐車場への誘導支援
 ○古⺠家を活用した滞在客向けの宿泊施設の整備

 次世代の高速通信技術を用いた様々な情報発信ツールを活用し、内山
 地区の魅力発信に取り組んでいきます。

 伝統的建造物の歴史や価値というコンテンツを活用した仕組みを構築
 し、集客推進に取り組んでいきます。

 観光客・地域住⺠が内山地区を安心して散策できるよう交通環境の見
 直しについて関係機関と協議検討し、街中の賑わいづくりに取り組ん
 でいきます。

 内山地区のかつての商習慣を参考に歴史や文化を掛け合わせた観光交
 流プログラムの企画・立案と地区内での滞在客増加に寄与する宿泊施
 設の開業等の支援に取り組んでいきます。

 観光資源が集積する札の辻周辺の魅力をさらに高めていくため、観光
 客が集い交流できる拠点整備に取り組んでいきます。

 観光客目線での駐車場の誘導案内や空き状況をリアルタイムに発信
し、駐車場の利用促進と誘導支援に取り組んでいきます。

概要

重点施策

【基本施策４】関係・交流人口の創出拡大

個別施策
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 表通りの空き店舗の
 利活用と流動化

 産業観光の取り組み
 や体験・見学による
 集客の推進

 住⺠による景観の演
 出

項目

 伝統的建造物の歴
 史・価値の情報発信

 伝統的建造物の住み
 やすい環境

 内山地区に足を運ばないと「見れない・出来ない」ことを観光資源と
 した集客に取り組んでいきます。

 ボランティアガイドによるまち案内、住⺠団体による四季に合ったイ
 ベントを開催するなど、伝統的建造物を活かす景観の演出に取り組ん
 でいきます。

 ○関係機関・団体と連携した伝統的建造物の住みやすい環境づくり

 伝統的建造物ポータルサイト等により、建物の特徴や歴史的価値を可
 視化し、幅広い情報の発信に取り組んでいきます。

 伝統的建造物に指定された家屋は、改修の規制により生活における不
 便さが生じているため、関係機関と連携し、住みやすい環境 づくりに
 取り組んでいきます。

 ○伝統的建造物が持つ歴史的価値を可視化した情報発信

概要

 空き店舗の年間を通した活用を推進するため、所有者へ利活用の意向
 を把握し、所有者と利用希望者との仲介・流通の仕組みを構築する
 等、空き店舗の流通促進に取り組んでいきます。

重点施策

【基本施策５】伝統的建造物群の活用

個別施策

21



  ん。

８．まちづくりの施策展開                   

グランドデザインは、公共による施設整備だけではなく、民間の土地・建物を利

題を踏まえ、それぞれの事業が効果的かつ課題解決に繋がるものでなければなりませ

ており、それらについては内山地区の現状・課題を踏まえて再検証を行い、必要に

  応じて見直しを行うなど、継続して事業を展開していきます。

の有効性を検証し、問題点を把握するものです。

  い、事業の有効性や問題点を洗い出しながら展開していきます。

想定される事業の中には、現在、行政及び関係機関・団体が行っている事業も含まれ

また、新たな事業や見直しを行う事業については、必要に応じて地域住民や関係機関

・団体等と協働・連携した社会実験を通じて、真に必要な取り組みであるか検証を行

（１）施策の推進体制

※社会実験とは

活用した施設整備やイベント開催等、ソフト及びハード施策を住民、民間事業者、

行政等が協働することによって実現します。そのため、住民、民間事業者、NPO

等、様々な主体がまちづくりに参画し、一体となって取り組んでいくことが必要です。

内山地区のビジョンの実現に向けて事業を進めていくにあたり、これまでの現状と課

新たな制度や技術等の施策を導入する際、場所と期間を限定して試行することで、取り組み

住⺠

行政

地域
NPO

関係機関
・団体

⺠間
事業者

ビジョン実現に向けた

協働・連携

22



生活 教育

仕事

コンシェルジュ 空家活用

エンターテイメント

相談

相談

相談

美容院

環境

観光
宿泊

体験

案内

バー

一方通行

公園

駐車場

昼食

カフェ

人材

飲食

シェア

職人シェア

アトリエ

有田焼

買い物

学校

ギャラリー

クラブ活動

ワークショップ

図書館

食材

映画

劇場

チャレンジスペース

飲食

ショップ

ジム

オフィス

オフィス

日用品

本
情報

学習

読書

展示

発表
居場所

マルシェ

セミナー

くらしたいうちやまをつくるには

  ・楽しく生活できること

  ・やりがいのある仕事につけること

  ・魅力的な教育に触れられること　

の３つを大きな方針として進めます。この３つの方針を実現するプログラム（うちやまにあるといいなと思うもの）の一例です。

この方針を実現するために当事者と一緒になって考え、支援できるコンシェルジュチーム（相談相手となるチーム）を構成します。

プログラムを実現していくためには、コンシェルジュチームが主体となり空き家活用を積極的に図ることが重要です。

まずみんなでできるところから空き家や空き地を活用して、実験的に取り組む計画をして実施していきます。例えば上に挙げて

いるプログラムから、空き家をバーにして運営する、空き地を子供が遊べる公園に整備する、などさまざまな取り組みが考えら

れます。ひとつひとつ、一年ごとに実験と検証を繰り返し、少しずつでも課題を解決して「くらしやすいうちやま」を実現する

ことを目指します。

くらしたいうちやまをつくる実験

  

実験 1年目

検証

コンシェルジュ

発足

コンシェルジュ

再構成
実験 2-4 年目

検証 コンシェルジュ

再構成
実験 5年目

検証

実践

(2) くらしたいうちやまのつくりかた
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くらしたいうちやまをつくる実験とは、通常の手法から見ると

ビジョンー計画ー実行ー評価ー改善ービジョン ,,,,,, 

を繰り返しながら本格事業化を模索していく『社会実験』のことです。

内容は、多岐多様にわたりますが、主に生活・仕事・教育分野のものが重要と考えられます。

検討委員会で取り上げられた具体的な内容としては、以下のようなものがあげられます。

　①車両通行量抑制・低速度走行・歩行者空間確保等の社会実験

　②公共的空間の利活用に向けた社会実験

　③キッチンカー等移動販売・マルシェの社会実験

　④空き家等を活用した移住定住お試し生活の社会実験

　⑤サテライトオフィス・チャレンジオフィス活用の社会実験

　⑥公共等駐車場活用状況の社会実験

VISION
（方針）

PLAN
（計画）

ACTION
（改善）

DO
（実行）

CHECK
（評価）

事業の本格実施
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（１）札の辻周辺の現状と課題
札の辻周辺には、「野外博物館」と称されるほどに磁器製の奉納品が充実した陶山

神社や、佐賀県初の登録博物館である有田陶磁美術館、擬洋風建築の特徴を備えた

これまでの中心地的な機能が低下しつつあり、観光客の集客や賑わいの創出に大きく影

  響を及ぼすことが懸念されます。

内山地区全体の活性化に向けて、札の辻周辺を核とした賑わいづくりや暮らしやすさ

  集客の中心的な場所であるため、町並みや裏通りの散策の起点になっています。

一方で、佐賀銀行有田支店・有田商工会議所の跡地、有田館の老朽化等によって、

旧田代家西洋館等、内山地区の中でも歴史・文化資産が集積していることもあり、観光

９．札の辻周辺の開発構想                      

（２）札の辻周辺に必要な機能

  に繋がる取り組みが必要不可欠であります。

「札の辻周辺」を核とした内山地区の賑わいづくりや暮しやすさの創出には、これま

での検討委員会・部会や住民アンケートにおいて、下記の６つの機能が必要であると考

えられ、住民、民間事業者、NPO等、様々な主体が協働・連携し、それぞれの機能を持っ

  たソフト及びハード事業に取り組んでいきます。

札の辻周辺に
必要な機能

できる
体験

できる
見学

できる
起業

できる
案内

できる
交流

できる
回遊
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町外から移住して生業を始めるには、生活環境をはじめとした大きなハード

ルがあり、そのハードルをクリアするには、事前の情報収集も必要ですが、現

地での「体験」が最も重要と考えられます。

「体験できる」施策として、内山地区及び町内での起業を検討されている方に

は、施設を貸し出し、また、観光客に対しては、絵付け体験やろくろ体験等、

有田焼の一連の製造工程を「体験できる」環境づくりに取り組みます。

機能１ 体験できる

札の辻周辺には、「日本の20世紀遺産20選」に選定された内山地区の歴史的

町並みや、重要伝統的建造物等、地域の強みとなる観光資源が豊富にあります。

これらを活かした観光施策をはじめ、有田焼の製造工程が「見学できる」環境

づくりに取り組みます。

機能２ 見学できる

観光地としての魅力を高めていくため、観光交流の拠点整備を行います。ま

た、観光産業に関わる人だけではなく、地域住民、企業、行政など、一人ひと

りの「おもてなし」意識の醸成を進めていくとともに、観光ガイド（案内人）

の育成など「案内できる」人の人材育成にも取り組みます。

機能３ 案内できる

札の辻周辺及び内山地区にある観光資源を活かした回遊性のある観光プログ

ラムを構築するとともに、観光地としての魅力を高めるため、観光交流拠点施

設、観光駐車場、観光トイレなどの「回遊できる」環境づくりに取り組みます。

機能４ 回遊できる

人口減少による地域コミュニティの希薄化が懸念されるため、地域住民が

「交流できる」環境やマルシェの開催等、地域コミュニティの活性化に向けて

「交流できる」ソフト及びハード事業を展開していきます。

機能５ 交流できる

内山地区の空き家・空き店舗を活用したコワーキングスペースやサテライト

オフィスを開設するなど、関係機関・団体と連携した効果的な起業・創業支援

を推進するとともに、起業・創業者の掘り起こしから自立までを一体的に支援

するなど「起業できる」体制の充実を図ります。

機能６ 起業できる
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（３）札の辻周辺の開発イメージ
有田内山グランドデザイン検討委員会・検討部会では、限られた検討期間の中で内

山地区の「暮らしやすさ」や「賑わいづくり」に向けて議論を進める中で、特に、そ

の拠点となる「札の辻周辺」に必要な機能についても議論を行いました。

今後、前述の基本施策に基づき、財政状況などを踏まえたうえで、下図のようなイ

メージの具現化が図られるよう、専門的な知見や利用者となる町民の皆様などの意見

を反映しながら進めていきます。
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10.有田内山グランドデザイン検討部会報告書

暮らしやすさや賑わいづくりなどについて、より生活者の目線で議論してきました。

事前インタビューを通じて、地区内における「仕事」「生活」「教育」の3つの視点に

協議体制及び報告書作成の流れ

おける取り組みが必要であることが見出され、主にこれらをテーマに議論を深めました。

検討部会で議論した内容については、グランドデザイン検討委員会においても

共有を図るなど、それぞれの会議体で情報共有・連携しながら、グランドデザイン

の策定に向けて検討を行いました。

次ページ以降に、グランドデザイン検討部会において協議・検討した内容について

取りまとめています。また、検討部会にて検討した経過については、36ページに掲載

グランドデザイン検討部会（以下、「検討部会」という）は、内山地区にお住いの方や

事業を営まれている方など、当該地区を中心に活動する若手を中心に組織し、これからの

しています。

情報共有

グランドデザイン
検討部会
報告書

有田内山グランドデザイン
検討委員会

内山地区を中心に活動する
若手のインタビュー

部会委員

連携

部会委員 就任

有田内山グランドデザイン
検討部会

部会⻑
アドバイザー

協議

調整

事務局
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  ４．有田内山地区の駐車場分布図 ……………………………………………………… 42

  ２．有田内山グランドデザイン検討部会の経過 ……………………………………… 36
  （１）会議の開催状況

  （３）有田内山グランドデザイン検討委員会名簿

 

  １．有田内山グランドデザイン検討委員会の経過 …………………………………… 32
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開催日時 場所 議事内容
・委員の委嘱
・有田内山グランドデザイン検討委員会
 の役割、会議スケジュール
・有田町及び有田内山の現状について
・意見交換
・空き店舗対策
・電線地中化エリアの景観整備
・観光施設の活用整備
・意見交換
・内山地区アンケート調査結果について
・定住対策について
・住環境対策について
・意見交換
・第２回有田内山グランドデザイン検討
 部会の内容報告
・これまでの課題整理及び施策（案）に
 ついて
・跡地活用（札の辻周辺）について
・意見交換
・第３回有田内山グランドデザイン検討
 部会の内容報告
・施策展開の取組み（案）について
・「札の辻周辺」に必要な機能と活用に
 ついて
・意見交換
・有田内山グランドデザイン検討部会
 会議報告について
・有田内山グランドデザイン（素案）に
 ついて
・意見交換

１．有田内山グランドデザイン検討委員会の経過
（１）会議の開催状況
検討委員会では、以下のような枠組みで「有田内山グランドデザイン」を

表 有田内山グランドデザイン検討委員会の開催状況

第１回
令和２年10月30日
14：00〜16：05

本庁舎
議員控室

検討しました。

第２回
令和３年３月12日
14：00〜16：10

本庁舎
第4・5
会議室

第３回
令和３年６月21日
14：30〜17：00

庁舎別館
⻄公⺠館

第６回
令和３年12月20日
14：00〜16：20

庁舎別館
⻄公⺠館

第４回
令和３年８月26日
14：00〜16：10

庁舎別館
⻄公⺠館

第５回
令和３年10月25日
14：00〜16：40

庁舎別館
⻄公⺠館
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 を置く。

 する。

（２）有田内山グランドデザイン検討委員会設置要綱

有田内山グランドデザイン検討委員会設置要綱

（設置）

(4) 前３号に掲げるもののほか、必要と認められる事項

第 １ 条 有 田 内 山 （ 有 田 町 都 市 景 観 条 例 （ 平 成 18 年 有 田 町 条 例 第 177 号 ） 第 18 条 の
規 定 に よ り 、 有 田 内 山 伝 統 的 建 造 物 群 保 存 地 区 と し て 定 め ら れ た 区 域 の こ と を
い う 。 ） の 未 来 を 展 望 し 、 有 田 内 山 及 び そ の 周 辺 の 総 合 的 な ま ち づ く り の 方 向 性

 を定めるため、有田内山グランドデザイン検討委員会（以下「委員会」という。）

（所掌事項）
第 ２ 条 委 員 会 は 、 前 条 に 規 定 す る 目 的 を 達 成 す る た め 、 今 後 の 有 田 内 山 及 び そ の

周 辺 の ま ち づ く り の あ り 方 を 示 す 有 田 内 山 グ ラ ン ド デ ザ イ ン を 構 想 す る た め 、 次
 に掲げる事項について検討し、町⻑に報告する。
(1) 人口減少に対応したまちづくりに関する事項
(2) 歴史的資源・観光資源等を活用したまちづくりに関する事項
(3) 公共施設の利活用に関する事項

（任期）

（組織）
第３条 委員会は委員15名以内で組織する。
２ 委員は、次に掲げる者のうちから町⻑が委嘱⼜は任命する。
(1) 学識経験を有するもの
(2) 関係団体及び関係機関に属するもの
(3) その他町⻑が必要と認める者
（委員⻑及び副委員⻑）
第４条 委員会には、委員の互選により委員⻑及び副委員⻑を置く。
２ 委員⻑は、委員会を総括し、委員会を代表する。
３ 副 委 員 ⻑ は 、 委 員 ⻑ を 補 佐 し 、 委 員 ⻑ に 事 故 が あ る と き 、 ⼜ は 委 員 ⻑ が 欠 け た
 ときは、その職務を代理する。

第 ５ 条 委 員 の 任 期 は 、 ２ 年 と す る 。 た だ し 、 委 員 が 委 嘱 ⼜ は 任 命 さ れ た と き の 要
 件を欠くに至ったときは、当該委員は辞職するものとする。
２ 前 項 本 文 の 規 定 に か か わ ら ず 、 委 員 の 補 欠 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と

（会議）
第６条 委員会の会議は、委員⻑が招集し、その議⻑を務める。
２ 委員会の会議は、委員の半数以上の者の出席がなければ開くことができない。
３ 委 員 会 の 議 事 は 、 出 席 委 員 の 過 半 数 で 決 し 、 可 否 同 数 の と き は 、 議 ⻑ の 決 す る
 ところによる。
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第７条 委員会には検討部会を置くことができる。

４ 委 員 ⻑ が 必 要 と 認 め る と き は 、 会 議 に 委 員 以 外 の 者 の 出 席 を 求 め 、 説 明 ⼜ は 意

（部会等）
 見を聴くことができる。

（庶務）
第８条 委員会の庶務は、まちづくり課において処理する。
（委任）
第 ９ 条 こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、 委 員 会 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 町 ⻑ が
 別に定める。
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氏名
（敬称略）

今右衛門窯 代 表 今泉 今右衛門

有田商工会議所 会 頭

株式会社 香蘭社 代表取締役社⻑

肥前陶磁器商工協同組合 理事⻑ 百田 憲由

株式会社 銘品堂 代表取締役 大坪 康敏

有限会社 篠原渓山 代表取締役 篠原 祐美子

特定非営利活動法人 灯す屋 事務局⻑ 上野 菜穂子

株式会社 アルセッド建築研究所 佐賀事務所⻑ 清水 耕一郎 委員⻑

株式会社 スピングラス・アーキテクツ 代表取締役 松岡 恭子

株式会社 オープン・エー 代表取締役 馬場 正尊

プロモダクション 代 表 浜野 貴晴

佐賀大学大学院 都市工学専攻 准教授 宮原 真美子

有田町⻑ 松尾 佳昭

皿山通り商店会 代 表 手塚 英樹
令和２年

12月24日まで

（３）有田内山グランドデザイン検討委員会名簿

所属 職名等 摘要

深川 祐次 副委員⻑

35



開催日時 場所 議事内容

・委員の委嘱
・有田内山グランドデザインの趣旨と
 検討委員会との関係
・第２回有田内山グランドデザイン
 検討委員会の内容報告
・事前インタビューに対する有田町の
 移住・教育施策について
・意見交換
・第３回有田内山グランドデザイン
 検討委員会の内容報告
・事前インタビューに対する有田町の
 施策（仕事）について
・意見交換
・これまでの有田内山検討部会の総括
・内山地区の目指す姿
・意見交換
・第５回有田内山グランドデザイン
 検討委員会の内容報告
・札の辻周辺に必要な機能と活用に
 ついて
・意見交換

表 有田内山グランドデザイン検討部会の開催状況

２．有田内山グランドデザイン検討部会の経過
（１）会議の開催状況
有田内山グランドデザイン検討部会は、地元の若手や中堅により構成され、地域

の課題やその解決策について協議し、そこで見いだされた課題やアイデアを、検討

委員会に提案しました。

事前
インタビュー

令和３年２月17日
14：30〜15：15

春陽堂 ・内山地区の課題について

第１回
令和３年６月４日
17：30〜19：30

小路庵

第４回
令和３年11月15日
17：30〜19：40

小路庵

第２回
令和３年７月５日
17：30〜19：40

小路庵

第３回
令和３年９月13日
17：30〜19：45

小路庵
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氏名
（敬称略）

OKURA WORKS ⻑⽥ 加奈恵

ラッキーソックス 花⽥ 宇利

器とデザイン 宮﨑 雄太

株式会社 賞美堂本店 蒲地 亜紗

cocosara 金氏 絵梨奈

株式会社 まるぶん 篠原 将太

有⽥商工会議所 坊所 祐汰

有⽥観光協会 岩﨑 信介

hotaru studio 富⽥ 文彦

プロモダクション 代 表 浜野 貴晴 部会⻑

UMA / design farm 代表取締役 原⽥ 祐馬 アドバイザー

UMA / design farm 高橋 めぐみ オブザーバー

（２）有田内山グランドデザイン検討部会名簿

所属 職名等 摘要
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泉山磁石場

上有田駅

旧佐賀銀行

赤絵座

有田中学校

大公孫樹

口屋番所跡
西光寺

小路庵

有田商工会議所跡地

有田館 有田陶磁美術館

春陽堂

天狗谷古窯跡

復元唐臼

先人陶工の碑

報恩寺

下の番所

八坂神社

蒲地医院

香蘭社古陶磁陳列館

法元寺

円直径：1kｍ

歴史・観光

生活

生活・観光

有田小学校

ろくろ座

労働金庫
有田町東出張所 駐車場・空き地

陶山神社

歴史民俗資料館

円直径：500ｍ

イワオジキ上有田工場

今右衛門古陶磁美術館

桂雲寺

深川製磁参考館

旧田代家西洋館

徒歩圏による内山地区ゾーニング

上有田整形外科ｸﾘﾆｯｸ

徒歩で無理なく廻ることができる圏域を徒歩圏域と呼び、平坦なま
ちなかでは500ｍ程度の距離が想定されます。
内⼭地区の泉⼭・歴史⺠俗資料館から岩⾕川内・佐賀銀⾏まで

の約2.5㎞延⻑は、直径500ｍの5つの徒歩圏円が連続し、札の辻
交差点で分かれる白川にもう一つの徒歩圏円を加えて合計6つの直
径500ｍの徒歩圏円で構成されます。
泉⼭及び中樽、上幸平と札の辻及び白川と、幸平・稗古場・中の

原及び岩⾕川内の2つずつの徒歩圏を合わせた直径1㎞のいわば拡
大徒歩圏円3つに内⼭地区全体を分けて捉えることができます。
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有田内山グランドデザイン策定にかかる

アンケート調査結果報告書

有 田 町

まちづくり課
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１．調査概要

（１）調査の目的

本調査は、「有田内山グランドデザイン」の策定にあたって、内山地区にお住いの方々に、まちづく

りに関するご意見・ご要望をお聞きし、策定のための基礎資料として活用するために実施したもので

す。

（２）調査の対象及び方法、結果

①調査対象 ： 内山地区に住民登録を有し、地域等の役員を中心に無作為に抽出した20歳以上

の男女

②調 査 数 ： 内山地区（10行政区）の1行政区ごとに15人づつ均等に割り当てた150人

③調査期間 ： 令和3年4月23日～5月10日

④調査方法 ： 郵送による配布、地区区長による回収

⑤回収結果 ： 配布数 150票

回収数 142票

回収率 94.7％

（３）調査項目

設問類型 主な調査項目

属 性

生活・定住

観光・商工

まちづくり

観光・商工

生活・定住

属 性

〇観光客の集客 〇陶器市期間中の生活状況

〇まちづくりに必要な取組み 陶器市等の観光・商工

〇生活の状況 〇定住の意向 〇地区の生活環境

〇暮らしに必要な取組み

〇性別 〇年齢 〇職業

〇家族構成 〇居住年数（通算）
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男性

54%

女性

46%

性別 Ｎ＝130

２０歳代

10%

３０歳代

17%

４０歳代

20%５０歳代

21%

６０歳代

13%

７０歳代以上

19%

年齢 Ｎ＝139

（１）回答者の属性（質問１）

①性別と年齢

回答者の性別は、「男性」が５４％、「女性」が４６％となっています。また、回答者の年齢は、各年代

から概ね均一に回答をいただいています。

自営業主

27%

正規の職員・

従業員

25%
会社等の役員

5%
派遣社員

0%

家族従事者

5%

パート・ア

ルバイト

16%

学生

0%

専業主婦・

専業主夫

5%

無職

12%

その他

5%

職業 Ｎ＝150

配偶者と同居

22%

配偶者・子どもと同居

33%子どもと同居

2%

親・配偶者と同居

9%

親・配偶者・

子どもと同居

10%

親・子どもと同居

12%

その他

12%

家族構成 Ｎ＝135

②職業（主たるもの）と家族構成

職業は、「自営業主」と「正規の職員・従業員」で52%となっています。

また、家族構成は、「配偶者・子どもと同居」が３３％と最も多く、次いで「配偶者と同居」が２２％、

「親・子どもと同居」が１２％となっています。

２．調査結果
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１年未満

1%
１～３年未満

2% ３～５年未満

1%

５～１０年未満

7%

１０～２０年未満

13%

２０年以上

76%

Ｎ＝136

居住年数（通算）は、「２０年以上」が７６％、次いで「１０～２０年未満」が１３％となっており、「１０年

未満」は、11％となっています。

③居住年数（通算）

質問２ お住いの住宅の種類についてお答えください。

「一戸建て（持ち家）」が89%、次いで「一戸建て（貸家）」が７％を占めています。

④住宅の種類

（2）生活・定住について（質問2～8）

一戸建て（持ち家）

89%

一戸建て（貸家）

7%

アパート

1%

町営住宅

1%

社宅・官舎・寮

1%

老人ホーム・グループ

ホーム等の福祉施設

0%

その他

1%

N=139
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質問３ 家族を含む自家用車の有無（台数）をお答えください。

自家用車の取得率は99％であり、取得台数は３０４台で１世帯当たり2.1台となっています。

⑤自家用車の取得状況

住み続けたい 75%

町内の他の地域に移りたい 1%

他の市町村に移りたい 7%

わからない 15%

住みたくない 2% Ｎ＝138

質問4 内山地区（１～３区）に今後も住み続けたいと思いますか。

今後も内山地区に「住み続けたい」と回答された方が７５％、「移りたい」・「住みたくない」と回答

された方が10%を占めています。

⑥今後の内山地区への定住の意思

自家用車 有

99%

自家用車 無

1%

N=139
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質問5 質問４で「１．住み続けたい」と答えた方にお聞きします。

「住み続けたい」と思う理由は何ですか。

「家や土地を持っているから」が29％、「先祖代々内山地区に住んでいるから」が19％、「仕事を

町内でしているから」が13％を占めている。

「住み続けたい」、「移りたい・住みたくない」と回答された方の年齢別内訳

２０代

10%

３０代

13%

４０代

21%

５０代

21%

６０代

14%

７０代以上

21%

住み続けたい（N=102）

２０代

16%

３０代

15%

４０代

31%

５０代

23%

６０代

0%

７０代以上 15%

移りたい・住みたくない（N=13）

「住み続けたい」と回答された方は、５０代から70代以上の方が全体の５６％を占めており、「移り

たい・住みたくない」と回答された方は、20代～４０代が全体の６２％を占めています。

29%

19%

13%

6%

3%

7%

5%

1%

11%

1%

3%

2%

0% 10% 20% 30%

家や土地を持っているから

先祖代々内山地区（１～３区）に住んでいるから

仕事を町内でしているから

近くに親族や友人が多いから

通勤・通学に便利だから

近所つきあいがしやすいから

緑や自然が多く、子どもを育てる環境が良いから

医療や福祉サービスなど暮らしやすい環境が整っているから

現在の居住環境や周辺環境に不満がないから

教育環境が整っているから

歴史的環境が整っているから

その他

N=300
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質問6 町内の他の地域や他の市町村に移りたいと思う理由は何ですか。

「道路整備や交通の便が悪い」、「買い物がしにくい」、「伝統的建造物の指定による生活のしにく

さ」がそれぞれ15％を占めている。

4%

7%

15%

7%

15%

7%

4%

4%

15%

22%

0% 10% 20% 30%

保健・医療環境が不十分

福祉環境が不十分

道路整備や交通の便が悪い

子育て・教育環境が不十分

買い物がしにくい

地域・近所づきあいがしにくい

働く場が不十分

上下水道やごみ処理施設などの生活環境施設が不十分

伝統的建造物群の指定による生活のしにくさ

その他

N=27

「その他」の理由

・職場との距離があるため

など

質問5 優先順位

「家や土地を持っているから」、「先祖代々内山地区に住んでいるから」が19％、次いで、「現在の

居住環境や周辺環境に不満がないから」が15％、「仕事を町内でしているから」が14%を占めて

いる。

19%

19%

14%

7%

4%

9%

6%

1%

15%

1%

4%

1%

0% 10% 20% 30%

家や土地を持っているから

先祖代々内山地区（１～３区）に住んでいるから

仕事を町内でしているから

近くに親族や友人が多いから

通勤・通学に便利だから

近所つきあいがしやすいから

緑や自然が多く、子どもを育てる環境が良いから

医療や福祉サービスなど暮らしやすい環境が整っているから

現在の居住環境や周辺環境に不満がないから

教育環境が整っているから

歴史的環境が整っているから

その他

N=567
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質問7 内山地区（1区～３区）の生活環境についてお聞かせください。

「そう思う」、「まあそう思う」が52％と半数を占め、「あまりそう思わない」、「そう思わない」が

28％を占めている。

①内山通り（泉山～岩谷川内）のまちなみや景観が充実していると思いますか。

そう思う

17%

まあそう思う

35%

どちらともいえない

20%

あまりそう思わない

20%

そう思わない

8%

N=133

②町外から移住者やUターン者が定住する住環境が整っていると思いますか。

そう思う

1% まあそう思う

6%

どちらともいえない

23%

あまりそう思わない

46%

そう思わない

24%

N=133

「そう思う」、「まあそう思う」が7％、「あまりそう思わない」、「そう思わない」が70％を占めている。
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③身近な生活道路の管理・維持が行われていると思いますか。

そう思う

7%

まあそう思う

43%

どちらともいえない

23%

あまりそう思わない

16%

そう思わない

11%

N=133

「そう思う」、「まあそう思う」が22％を占め、「あまりそう思わない」、「そう思わない」が59％を占

めている。

④バスやタクシーなど公共交通が充実していると思いますか。

そう思う

1%

まあそう思う

21%

どちらともいえない

19%

あまりそう思わない

34%

そう思わない

25%

N=133

「そう思う」、「まあそう思う」が50％と半数を占め、「あまりそう思わない」、「そう思わない」が

27％を占めている。
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「そう思う」、「まあそう思う」が33％を占め、「あまりそう思わない」、「そう思わない」が48％を占

めている。

⑤生活における駐車場が充実していると思いますか。

そう思う

8%

まあそう思う

25%

どちらともいえない

19%

あまりそう思わない

28%

そう思わない

20%

N=133

「そう思う」、「まあそう思う」が29％を占め、「あまりそう思わない」、「そう思わない」が48％を

占めている。

⑥公園などの公共施設の維持管理が行われていると思いますか。

そう思う

2%

まあそう思う

27%

どちらともいえない

23%

あまりそう思わない

28%

そう思わない

20%

N=133

53



「そう思う」、「まあそう思う」が23％を占め、「あまりそう思わない」、「そう思わない」が40％を占

めている。

⑦災害時の防災体制が充実していると思いますか。

そう思う

2%

まあそう思う

21%

どちらともいえない

37%

あまりそう思わない

27%

そう思わない

13%

N=132

「そう思う」、「まあそう思う」が31％を占め、「あまりそう思わない」、「そう思わない」が38％を占

めている。

⑧避難時の避難場所（各公民館・泉山体育館）が充実していると思いますか。

そう思う

2%

まあそう思う

29%

どちらともいえない

31%

あまりそう思わない

20%

そう思わない

18%

N=133

54



質問8 内山地区（１区～３区）で暮らすうえで、必要な取組みと思うものは何ですか。

「買い物や通院などの利便性」が20%と最も割合が高く、次いで「災害時の安全性（14%）」、

「公共交通の利便性（12%）」となっている。

3%

7%

20%

12%

11%

14%

6%

6%

9%

2%

3%

5%

1%

0% 10% 20% 30%

閑静な居住環境

伝統的建造物群の保存

買い物や通院などの利便性

公共交通の利便性

住宅用地の整備・確保

災害時の安全性

治安及び防犯上の安全性

公園や緑地などの環境

内山通りの景観

地区・町民との交流

教育環境の整備

道路の維持管理

その他

N=482

質問9 内山地区（１区～３区）の今後のまちづくりを進めていくうえで、必要な取組みは

何ですか。

「空き家・空き店舗活用」が28％と最も割合が高く、次いで、「空き地活用（18％）」、「駐車場の

整備（17％）」となっている。

9%

16%

17%

28%

18%

8%

3%

0% 10% 20% 30%

景観の整備（伝統的建造物の改修）

観光・商工の振興

駐車場の整備

空き家・空き店舗活用

空地活用（商工会議所跡地など）

観光施設の整備（有田館など）

その他

N=419

（3）観光・商工について（質問9～12）
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質問10 有田陶器市や秋の陶磁器まつりなどのイベントについて、お答えください。

①陶器市等は、町内の観光・商工の振興や通りの賑わいに繋がっていると思いますか。

そう思う

56%まあそう思う

26%

どちらともいえない

9%

あまりそう思わない

5%

そう思わない

4%
N=141

「そう思う」、「まあそう思う」が86％を占め、「あまりそう思わない」、「そう思わない」が6％を占め

ている。

②陶器市などは、町内への観光客の集客に繋がっていると思いますか。

そう思う

54%
まあそう思う

32%

どちらともいえない

8%

あまりそう思わない

4%

そう思わない

2%
N=137

「そう思う」、「まあそう思う」が82％を占め、「あまりそう思わない」、「そう思わない」が9％を占め

ている。
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質問11 有田陶器市などのイベントの際に、事業者からの土地・建物の借家借地代

は、生活するうえで大きな収入になっていますか。

「かなりなっている」、「ややなっている」が26％を占め、「ほとんどなっていない」が10％を占めて

いる。

かなりなっている

7%

ややなっている 19%

どちらともいえない 7%

ほとんどなっていない 10%

貸していない

57%

N=137

居住地区別の回答状況

「かなりなっている」、「ややなっている」と回答された地区は、「大樽（22％）」、「幸平（17％）」、

「上幸平（8％）」、「赤絵町（6％）」の割合が高く、「札の辻交差点」を中心に割合が高い傾向にあ

る。

泉山

5% 中樽

5%

上幸平

8%

大樽

22%

幸平

17%

赤絵町

6%

白川

6%

稗古場

3%

中の原

11%

岩谷川内

17%

「かなりなっている」、「ややなっている」 N=36

57



質問12 有田陶器市や秋の陶磁器祭りなどのイベントについて、どのようにお考えで

すか。

「イベントに参加したい」、「イベントの手伝いになるようなことをしたい」が53％を占め、「生活が

不便になる」が16％を占めている。

イベントに参加したい（している）

35%

イベントの手伝いになるようなことをしたい

18%

生活が不便になる

16%

特に思いはない

23%

その他

8%
N=136
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項目 番号 陶器市等のイベントについての意見・提案

1
収益の多くを陶器市に頼っていることもあり、期間中の借家借地収入が空き家活用の
足かせになっていると思う。

2
通り沿いの空き家は、陶器市のためだけに使われているものが多く、陶器市と空き家
がセットになっており、空き家活用が進まない要因の一つだと思う。

3 イベント時の借家借地代に基準を設けて、窓口を一本化するとよいと思う。

1
普段の駐車場が町の休憩所などになり、期間中はやむなく別の駐車場を借りるなど、
生活が不便になっている。駐車料を１ヶ月分２重に支払っており、駐車料金の補助や
規制緩和などを検討して欲しい。

2 以前からの課題であるが、観光地の割に駐車場が少ないと思う。

3

陶器市期間中の各公営駐車場の稼働率は分からないが、稼働率が低い公営駐車場
があれば、思い切ってそのエリアの一部にイベント、販売コーナーを併設すると、稼働
率を上げられると思う。（若手作家の販売スペース、特別企画型の販売コーナーを併
設する）

1 秋の陶器市の時、速度規制を行って欲しい。

2
年齢層が高い観光客の気持ちになって考えると、危険な面もあるが、町内タクシーか
町内バスは、会場に入れるようにして欲しい。（手を上げたら乗れるように）

3

陶器市は、用事があっても車での外出が出来ず、生活が不便になっている。歩行者専
用にするならば、次のことを検討して欲しい。
・町並みに住んでいる方は、駐車可能・無料、出入り可能にする
・他に生活道路を確保する
・通行止めの時間を短くするか、一方通行にする

1 コロナの影響もあるため、衛生面の強化が必要だと思う。

2
他業種、大手企業とのジョイント、伝統、やきものに縛られない、他地域とも協力した陶
器市を開催する。また、やきもの購入以外の客が増加しているようなので、その事を前
向きにとらえてイベントや出店の内容を時代に合わせて変えていく必要があると思う。

3 焼き物だけでなく、古い町並みもゆっくり眺めて欲しい。

4
イベントにおけるキーワードは、「お客様の視点に立ったおもてなしの心」。有田の若い
人たちを中心とした企画運営の組織づくり、対外的なサポーターとのネットワークづく
り、及びそのバックアップ体制を確立する必要があると思う。

5
内山地区の店舗が日常的に営業できるようになるには、行政の積極的な支援が必要
だと思う。

6
似たイベントなのに主催者（会議所、観光協会、陶磁器組合など）が異なることで、統
一感が無いように思う。シンプルに来場者目線でのイベントにして欲しい。

7

昨年Ｗｅｂ陶器市が行われたが、全国から注文があり、売上は予想を上回っていたと
聞いている。これは、有田町の場所は知らなくても有田焼というブランドネームが全国
に知られている証拠でもある。集客するにあたって、関西や東京の大都市への効果的
宣伝、近隣の宿泊施設との連携、近県でのイベントの連携がさらに必要だと思う。

8
マルシェや内山百貨店等があって集客につながっていたと、コロナ渦で実感しました。
若い方の新たな試みを皆で応援できるよう、住民も協力しなくてはいけないと思う。

9
子どもがリーズナブルに参加できるイベントを開催して、有田での経験や思い出を増
やして欲しい。

1.地代

2.駐車場

3.交通規制

4.意見・要望
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項目 番号 陶器市等のイベントについての意見・提案

10
20世紀世界遺産、有田の文化的景観を利用し、観光客の誘致を旅行会社と計画・推
進するとよいと思う。

11 町の文化協会が主体となり、イベントの企画運営に協力してもらうとよいと思う。

12 商工会議所跡地の駐車場、トイレの案内を示して欲しい。

13
買い物客が気軽に休憩できるように、道路にパラソル付きテーブルやイスの設置を認
めて欲しい。

14 有田陶器市に他産地の業者を入れないで欲しい。もしくは色分けして欲しい。

15
子どもや年配の方にも安心して楽しんでもらうため、休憩所（特にお手洗い）を増やし
て欲しい。

16
有田陶器市は県外の方が多数来場されるので、コロナのことを考えるととても怖くな
る。大勢のお客さんを呼ぶより、本当にやきものを買いたい人を呼ぶ、「一本釣り」の方
が、コロナ対策にもつながるので、町民の考え方を切り替えられればと思う。

17 朝粥のように毎年記念品をもらえるようなイベントを増やすとよいと思う。

18 陶器市期間中だけでも移動コンビニ車を呼んで欲しい。

19 イベントごとにスポットを変えて、何度来ても楽しめる町にしたい。

20 キャッシュレスを推進して欲しい。

1
アナログでのイベントは必要であるが、web陶器市のように、オンライン市場にも今後
参入することで、より手軽にやきものや農産物などを購入できると思う。

2
年中観光客が来ればよいが、店舗が閉まっているから観光客が来ないのか、それとも
観光客が少ないから店舗を閉めているのか。年中観光客が来町するように、小さなイ
ベント等を開催できればと思う。

3
資金の運用が不均衡になっているように感じるため、外部からスポンサーなどを求め
るとよいと思う。

4
イベント中ばえる食事や場所を設置し、インスタグラムを利用して拡散してもらったり、
定額制で茶器やアクセサリーを売るスペースを提供できればと思う。

5
空き店舗や有田ならではの場所（窯場や泉山磁石場などの史跡）でミニコンサートを
開催するなど、住民参加型のイベントがもっと企画できればと思う。

6 陶器市期間中、泉山体育館で夕市や夜市を開催できればと思う。

５.提案

4.意見・要望
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項目 番号 今後のまちづくりについて

1

「住み続けたい」と思う一方で、土地がない、家がない。また、内山地区に住み
たくて、他地区から家を探そうとしても、住める家がない。古い空き家を壊して
も、新しく家が建てられない現状がある。
「住んでみたい」と思う人たちが家を建てたり、改修しやすい仕組みづくりが必
要と思う。子育て世帯が引っ越してきやすい環境にすることが、観光商工にも繋
がるのではないかと思う。

2

内山地区で工房を探している若者がたくさんいます。１階が土間で、200Vつ
なげる電気配線があり、住むことができる月3～4万円の物件があれば、若い
陶芸家（20～30代）が入居すると思う。若者にチャンスを与えることが、未来に
つながると思います。若い陶芸家が町外に流出するのは、本当にもったいない
と思う。

3
若者が定住しやすいまちづくりを目指して欲しい。
（空き家の活用、住居、働く場の充実、家賃等も高いので見直す）

4 空き家をホテルのように貸し出しできるよう検討して欲しい。

5

空き家・空き店舗を体育館のように借りることができ、次のような会や教室を開
くことができるよう検討して欲しい。
①生涯学習の教室の場所にする　②相談ができる場所
③勉強ができる場所　④ひとりになれる場所　⑤リモートワークができる場所

1
県道沿いは、町並み保存の関係で手を付けられないが、それ以外の所を区画
整理事業等で新たな宅地を確保又は焼物工場を工業団地に移転し、跡地に
宅地を確保できるよう検討して欲しい。

2
住環境（伝建改修補助金の増額、下水道設備の推進、町内のインターネット環
境の整備など）を整備しない限り、内山地区は衰退していく。観光、商工以前の
問題であり、人口増加させることが急務である。

3 小学校までの通学路に危険な空き家があるため、早く対応して欲しい。

4

３区に住んでいて、１番困るのが食料品の確保である。
商工会議所跡地にスーパーでもできればよいが、人口が少ないこともあり、
スーパーの経営が成り立たないと思われる。週に１、２回テントを張った朝市の
ようなものを商工会議所跡地に開くか、あるいは、空き店舗を活用して店がで
きないものか。これからを担っていく若者の意見を尊重し、若者が住みたくなる
内山地区となって欲しい。

5
観光客のためだけでなく、地域住民のために、広い駐車場（泉山体育館、商工
会議所跡地、陶山神社下、有田ダム下）などにキッチンカーを呼んだり、「道の
駅」を設置できるよう検討して欲しい。

6
タクシーを軽自動車にして、台数を増やして欲しい。
コミュニティバスのバス停をスーパーの駐車場などに設置して欲しい。

3.景観 1 看板の規制（色・サイズ）が必要だと思う。

1
今後のまちづくりにおいて、何を重点課題とするのか。観光客の増加、観光業
の発展、定住人口の増加、暮らしやすさなど、目的によってまちづくりの仕方が
変わってくるのではないか。私は、「暮らしやすさ」がまず最初かなと思う。

2 アリタセラも大切ですが、内山地区にあるもともとのお店を大事にして欲しい。

3 店が開いているのか分かりづらい。気軽に店内に入れる雰囲気にして欲しい。

4
昭和レトロを感じる場所、食べ物など若い世代だけでなく、中高年世代が懐か
しいと思うものがあると、写真や動画投稿が増えて有田のＰＲになるのではな
いか。

4.その他

1.空き家・移住

2.生活
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